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研究の概要 【研究対象者】 

上室性もしくは心室性不整脈と診断され、2010年 12月以降に当院でカテーテ

ルアブレーションを施行した患者。 

 

【研究の目的・意義】 

上室性もしくは心室性不整脈に対するカテーテルアブレーション施行患者を

対象とし、その有効性および安全性を検討する。それにより個々の症例に適し

たカテーテルアブレーション治療の確立を目指す。 

 

【研究の方法】 

前向き・後ろ向き観察研究。診療において得られた情報を前向き、後ろ向きに

検討する。情報は電子カルテおよび診療に関連して記録された資料の記録媒体

より取得する。この研究では現在から研究期間終了まで研究対象者の登録を行

い（前向き）、得られたデータを過去にさかのぼって検討する（後ろ向き）。本

研究のために行う検査や治療方針の変更はなく、通常診療の経過を観察する研

究である（観察研究）。 

 

【研究期間】 

2017年10月27日より2028年3月31日まで 

 

【研究結果の公表の方法】 

学会報告および論文掲載 

 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

本研究のために新たな試料の取得は行わず、診療録・カテーテルレポートをも

とに調査する。下記に示す情報を抽出し、集計・解析を行う。 

① 患者背景・理学所見 

年齢、性別、身長、体重、血圧、心拍数、併存疾患や既往疾患の有無・種類 

② カテーテルアブレーションの術式・電位情報 

アブレーションカテーテルレポート、心臓電気生理検査システム、三次元

マッピングシステム(CARTO、EnSite) 

③ 標準 12誘導心電図 

④ 心エコー図所見 

左室拡張末期径、収縮末期径、左室駆出率、左房径、左室拡張期流入波形(E

波、A波、e’ 波)、左心耳血栓、もやもやエコー像、左心耳血流 

⑤ CT, MRI所見 

左房容積、肺静脈形態、アブレーション効果の評価 

⑥ 血液一般・生化学検査 

(1) 血液一般検査 [白血球数、白血球数分画、赤血球数、ヘモグロビン、ヘ

マトクリット、血小板数、尿検査（定性ならびに尿クレアチニン）] 



(2) 血液生化学検査 [AST、ALT、総ビリルビン、直接ビリルビン、血糖値、

HbA1c、TCho, LDL-C, HDL-C, 中性脂肪、脂肪酸、クレアチニン、シスタチン

C、尿素窒素、尿酸、血清ナトリウム、血清カリウム、血清クロール、血清 CPK、

プロトロンビン時間(PT)、活性化部分トロンボプラスチン時間(APTT)、フィブ

リノーゲン、Dダイマー、FDP] 

⑦ 有効性・安全性評価項目 

(1) カテーテルアブレーションによる不整脈治療の成功率（不整脈の停止、再

発予防） 

(2) カテーテルアブレーション施行中もしくは施行後の合併症の頻度・程度・

経過 

⑧ホルター心電図 

研究に用いる試料・情

報を利用する機関及び

施設責任者氏名 
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研究資料の開示 研究対象者、親族等関係者のご希望により、他の研究対象者等の個人情報及び

知的財産の保護等に支障がない範囲内で研究計画書等の研究に関する資料を

開示いたします。 
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る研究責任者氏名） 
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